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Ⅰ． 目的 

 顎口腔機能の円滑な遂行を維持するためには，

顎口腔系を構成する顎骨，顎関節，頭頸部，歯，

歯周組織，舌・頬粘膜などの各器官間の調和が必

要であるとされており，このためには咬頭嵌合位

が適正な顎位であること，咬頭嵌合位において安

定した咬合接触が存在すること1)．また咀嚼におい

ては第１大臼歯の機能咬頭間が緊密に咬合してい

る必要があるとされている． 

 この要件を満たす補綴装置を製作する上で重要

な処置は咬合採得であるが，咬合採得は術者の能

力によって左右されやすく，患者の心身的状態に

も影響を受ける．さらに支台歯形成後に咬合支持

が失われる場合には，咬頭嵌合位が不安定になる2)． 

 今回は支台歯形成によって両側最後方臼歯の咬

合支持が失われた症例に対し，信頼性の高い咬合

採得を行うためにデジタル式学運動計測装置を用

いて咬合採得を行い，咀嚼機能を回復した症例に

ついて報告する． 

 

Ⅱ． 方法 

 患者は初診時72歳の女性．主訴は左右大臼歯部

の咬合痛による咀嚼障害である. 

 治療方針は上顎左側第二，第三大臼歯，下顎左

側第三大臼歯クラウンで，最後方臼歯を含む下顎

右側臼歯部をブリッジによる欠損補綴処置で咀嚼

機能を回復する治療計画を立案した． 

 最終補綴に先立ち，プロビジョナルレストレー

ション装着時の機能的な咬頭嵌合位について，デ

ジタル式顎運動計測装置（ARCUSdigmaⅡ，カボ

デンタルシステムズジャパン，東京，日本）の下

顎運動計測モジュール（Motion Analysis）を用い

て習慣性閉口終末位と咀嚼終末位の三次元的位置

関係を検査し、両者の一致を確認した． 

 咬合採得法は咬合盤による咬合印記法とシリコ

ーン系咬合採得材（ルクサバイト，ヨシダ，東京，

日本）を用いた咬合印記法を行った．咬合採得時

に は ARCUSdigma Ⅱ の 咬 合 採 得 モ ジ ュ ー ル

（Adduction Field）を利用し，プロビジョナルレス

トレーションにおける咬頭嵌合位の位置をターゲ

ットエリアとして設定し，術者と患者が顎位を視

認しながら行った3)． 

 採得した咬合盤と咬合採得材を介在して上下顎

模型を固定し，半調節性咬合器（PROTAR evo7，

カボデンタルシステムズジャパン，東京，日本）

に咬合器装着した．  

 補綴装置および残存歯部の咬合接触状態は，咬

合接触検査材（ブルーシリコーンローフロー，ジ

ーシー，東京，日本）を用いて歯接触分析装置

（バイトアイBE-I，ジーシー，東京，日本）で咬

合接触状態の解析，評価を行った．主機能部位の

位置の検査にはストッピング（テンポラリースト

ピング，ジーシー，東京，日本）を用いた．咀嚼

能率測定にはグミゼリー（グミ，ジーシー，東京，

日本）を30回咀嚼しスコア法で判定を行った． 

 

Ⅲ． 結果と考察 

 両側臼歯部補綴治療にあたり支台歯形成を行い，

最後方臼歯の咬合支持が失われた症例に対して，

ARCUSdigmaⅡを用いた咬合採得で補綴装置を作

製した結果， 

 1. 半調節性咬合器上の作業模型および補綴装

置の咬合接触状態と，補綴装置装着時の咬合接触

状態の合致が観察できた． 

 2. 装着した補綴装置は主機能部位が第一大臼

歯の機能咬頭間に位置し，咀嚼能率測定で咀嚼機

能の回復が認められた． 

 以上のことから，信頼性の高い咬合採得を行う

ことで咀嚼能力の回復ができた． 
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